
　

私
た
ち
は
今
、
大

き
な
変
化
の
時
代
を

生
き
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
ネ
ッ
ト
社
会

の
進
展
や
人
口
構
造

の
変
容
、
各
種
自
然

災
害
等
に
よ
り
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

状
況
が
数
多
く
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
代
を
担
う
本
校
生
に
必
要
な
の
は
、
新
し
い

環
境
に
耐
え
得
る
力
で
す
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
頭

で
考
え
て
判
断
し
、
他
と
協
働
し
て
共
に
生
き
て

い
く
知
恵
を
生
み
出
す
総
合
的
な
人
間
力
だ
ろ
う

と
思
う
の
で
す
。

　

「
逆
境
に
チ
ャ
ン
ス
あ
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
き
な
苦
し
み
の
中
で
、
徹

底
的
に
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
最
後
ま

で
希
望
を
捨
て
ず
に
戦
い
を
続
け
た
者
た
ち
の

〈
凱
歌
〉
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
校
の
「
学
び
」
に
は
、
自
分
の
頭
で
考
え
る

こ
と
や
自
問
自
答
に
耐
え
る
力
を
養
成
す
る
訓
練

と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
様
々

な
こ
と
に
謙
虚
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
が
何
よ
り
大

切
な
の
で
す
。

　

学
習
、
部
活
、
行
事
な
ど
全
て
に
お
い
て

本
気
で
取
り
組
も
う
と
決
意
し
た
四
月
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
三
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
こ
の
三
ヶ
月
間
は
と
て
も
充
実

し
た
も
の
で
し
た
。
周
囲
の
仲
間
た
ち
も
先

輩
方
も
様
々
な
こ
と
に
本
気
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
ん
な
姿
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
ま
も
な
く
行
わ
れ
た
応
援
練
習

は
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
た
と
き
、
ま
た
一
つ
成
長
し
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
行
わ
れ
た
体
育

祭
で
は
ク
ラ
ス
・
学
校
全
体
の
団
結
力
が
強

ま
り
、
最
高
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
こ
の
三
ヶ
月
間
で
興
譲
館
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
気
で
物
事
に
取
り
組
む
こ
と
で
得
ら
れ

る
達
成
感
や
充
実
感
。
こ
れ
か
ら
三
年
間
、
仲

間
た
ち
と
こ
れ
ら
を
よ
り
多
く
味
わ
え
る
よ

う
に
毎
日
を
精
一
杯
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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自
分
の
頭
で

考
え
る
力
を
養
う
こ
と

金
田
　
日
菜
子

（
白
鷹
西
中
出
身
）

�
興
譲
館
に
入
学
し
て
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我
が
家
の
ト
イ
レ
に
は
「
元
素
周

期
表
」
が
五
年
ほ
ど
前
か
ら
貼
っ
て

あ
り
ま
す
。
す
っ
か
り
色
あ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
央
に
大
き

く
太
い
文
字
で

　

「
自
然
も
暮
ら
し
も
す
べ
て

　
　

元
素
記
号
で
書
か
れ
て
い
る
」

と
い
う
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る
「
異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
を
聞
い
た
と
き
に
、

最
初
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
こ
の
言

葉
で
す
。
世
の
中
の
現
象
は
一
概
に

文
系
だ
と
か
理
系
だ
と
か
で
区
別
で

き
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

科
・
系
選
択
前
の
一
年
生
が
、
こ

の
異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
も
と
で
学
習
す
る
機
会
を

得
ら
れ
た
こ
と
は
、千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
将
来
必
ず
何
か
に
役

立
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
各
方
面
の

最
先
端
の
情
報
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
多
角
的
な
視
野
で
物
事
を
考

え
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
今
後
の
高
校
生
活
、

ま
た
、そ
の
先
の
進
路
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
の
日
か
「
元
素
周

期
表
」
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
欄

に
米
沢
興
穣
館
高
校
の
卒
業
生
の
写

真
が
載
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、

毎
日
な
が
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
城
戸
淳
二
塾
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
液
晶
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
米
竹
研
究
室
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
言
う

液
晶
と
は
物
質
の
状
態
の
こ
と
を

さ
し
て
お
り
、
今
、
私
が
実
験
し

て
い
る
の
は
偏
光
顕
微
鏡
を
用
い

た
液
晶
の
状
態
変
化
の
観
察
で
す
。

フ
ォ
ー
カ
ル
コ
ニ
ッ
ク
や
シ
ュ

リ
ュ
ー
レ
ン
に
代
表
さ
れ
る
光
学

組
織
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
対
象

の
状
態
を
あ
る
程
度
判
断
す
る
こ

　

私
た
ち
は
、
六
つ
の
分
野
に
分

か
れ
て
山
大
工
学
部
の
留
学
生
と

共
に
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
週
二
時
間
の
こ
の
活
動
は

す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
て
お
り
、

意
見
を
述
べ
た
り
相
手
の
言
葉
を

正
確
に
聞
き
取
っ
た
り
す
る
の
は

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
今
ま
で
積

み
重
ね
て
き
た
学
習
が
実
践
の
場

で
通
用
す
る
こ
と
を
実
感
で
き
、

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
光
学
組
織

が
と
て
も
き
れ
い
で
、
温
度
の
上

昇
に
従
っ
て
変
化
し
て
い
く
様
子

は
輪
を
か
け
て
美
し
く
、
観
察
す

る
の
が
毎
回
楽
し
み
で
す
。
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
活
動
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
大
変
な
こ
と
も
出
て
く

る
で
し
ょ
う
が
、
貴
重
な
機
会
な

の
で
一
年
を
通
し
て
多
く
の
こ
と

を
吸
収
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
時
間
が
私
た
ち
の

英
語
学
習
へ
の
新
た
な
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
課
題

研
究
の
最
終
目
標
は
英
語
で
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
研
究

を
進
め
る
と
と
も
に
英
語
力
を
更

に
向
上
さ
せ
、
研
究
発
表
が
よ
り

良
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

城戸先生の研究室にてプレゼン学習

海外からの理工系大学院留学生と英語で進める研究

一
年
保
護
者

安
部
　
和
行
　

さ
ん

保護者からのエール ＳＳＨ『異分野融合サイエンス』への期待

城
戸
淳
二
塾
に
参
加
し
て

英
語
で
進
め
る
課
題
研
究

二
年
普
通
科　

青
木
　
暢
彦
（
南
原
中
出
身
）

二
年
理
数
科　

太
田
　
か
す
み
（
宮
内
中
出
身
）
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団
体
で
勝
っ
た
と
き
の
み
ん
な
の
笑
顔

を
見
て
、
こ
の
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
で
き
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
団
体
・
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス

で
東
北
大
会
に
行
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、

大
好
き
な
仲
間
と
と
も
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

が
で
き
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
嬉
し
い
で

す
。

　

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
顧
問
の
先

生
方
や
家
族
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
完
全
燃
焼
し
ま
す
。

平成25年度　置賜地区高等学校春季総合体育大会
○団体
〈第１位（優勝）〉バトミントン女子（大会６連覇）

フェンシング男子　　弓道男子
〈第２位〉 剣道女子　　ソフトテニス男子

フェンシング女子　　ホッケー男子
ホッケー女子　　山岳

〈第３位〉 剣道男子　　柔道男子　　卓球男子　　卓球女子
野球

○個人
〈第１位（優勝）〉
バドミントン／女子ダブルス　　陸上／男子5000ｍ競歩　　
柔道／男子100kg級
フェンシング／男子エペ・男子サーブル・女子サーブル　　
水泳／男子100ｍ背泳・男子200ｍ背泳（大会新）
　　　女子200ｍ自由形・女子100ｍ平泳
　　　女子200ｍ平泳・女子100ｍ背泳・女子200ｍ背泳
硬式テニス／男子シングル・女子シングル・男子ダブルス
　　　　　　女子ダブルス
〈第２位〉
陸上／男子400×4Ｒ・女子200ｍ・女子100×4Ｒ
　　　女子400×4Ｒ 女子走高跳
弓道／男子
フェンシング／男子フルーレ・女子フルーレ・男子エペ・女子エペ
　　　　　　　男子サーブル
硬式テニス／男子シングル・女子シングル
〈第３位〉
陸上／男子100×4Ｒ・女子100ｍ・女子200ｍ・女子400ｍ
　　　女子400mハードル
柔道／男子60kg級・男子90kg級
卓球／男子ダブルス・女子ダブルス・男子シングルス
フェンシング／男子フルーレ・女子フルーレ・女子エペ・男子サーブル
バドミントン／女子シングルス
　 　

平成25年度　山形県高等学校総合体育大会
○団体
〈第１位（優勝）〉フェンシング女子
〈第２位〉 ホッケー男子　　ホッケー女子

フェンシング男子
〈第３位〉 バドミントン女子
○個人
〈第１位（優勝）〉フェンシング／男子フルーレ・女子フルーレ

　　　　　　　女子エペ・男子サーブル
水泳／男子高飛込・男子3m飛板飛込

〈第２位〉 フェンシング／男子エペ・女子サーブル
〈第３位〉 バドミントン／女子ダブルス 

水泳／女子200ｍ背泳・男子100m・200m背泳
＊陸上競技／男子100ｍ×４Ｒ 第６位・男子400ｍ×４Ｒ 第６位
　　　　　　女子100ｍ 第６位・女子200ｍ第４位で東北大会出場
＊水泳／男子100ｍ背泳・男子200ｍ背泳・女子100ｍ背泳
　　　　女子200ｍ背泳・女子200ｍ自由形・女子100ｍ平泳
　　　　男子高飛込・男子3m飛板飛込　で東北大会出場
＊バドミントン／女子シングルス　第８位　で東北大会出場

高等学校総合体育大会

バドミントン女子
　地区６連覇　東北大会へ
フェンシング　インターハイへ
陸上・水泳　東北大会多数出場

県
高
校
総
体
を

ふ
り
か
え
っ
て

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

安
部
　
由
貴

（
米
沢
二
中
出
身
）

部 活 動 の 記 録
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8
月
21
日

始
業
式

8
月
30
日

興
譲
祭
（
～
31
日
）

9
月
14
日

秋
季
地
区
高
校
総
体
（
～
15
日
）

9
月
19
日

創
立
記
念
式
典

異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
③

9
月
30
日

中
間
考
査
（
～
10
月
2
日
）

10
月
8
日
・
9
日一

年
Ｓ
Ｓ
Ｈフ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
②

10
月
11
日

県
高
文
祭
（
～
13
日
）

10
月
12
日

県
新
人
大
会
前
期
（
～
13
日
）

10
月
16
日

異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
④

10
月
17
日

マ
ラ
ソ
ン
大
会

10
月
19
日

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

10
月
23
日

高
鍋
高
校
と
の
交
流
（
～
25
日
）

11
月
2
日

県
新
人
大
会
後
期
（
～
3
日
）

11
月
12
日

二
年
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修

（
～
14
日
）

11
月
18
日

異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
⑤

11
月
25
日

一
、
二
年
期
末
・

三
年
学
年
末
考
査
（
～
29
日
）

12
月
25
日

異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
⑥

12
月
26
日

終
業
式

男子サッカー ３－１
男 子 バ レ ー ３－２
女子サッカー ３－４
女 子 バ レ ー ３－３
20人2 1脚 ３－２
女 子 綱 引 き 全学年
男 子 騎 馬 戦 ３年生
男 子 総 合 ３－２
女 子 総 合 ３－２・３－３
男 女 総 合 ３－２

❖ 

二
学
期
の
行
事
予
定 

❖

　　３年２組圧勝！
力をみせつけた３年生！頑張った１･２年生！
体育祭
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